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《国内・国際》
生活保護 最多の２０５万人11/10

全国で生活保護を受給している人が７月時点で２０５万４９５人となり、戦後の混乱の余波で過去最多だっ

た１９５１年度の２０４万６６４６人(月平均)を超えたことが９日、厚生労働省の集計で分かった。世帯数も

１４８万６３４１世帯と過去最高を更新。生活保護の支給総額は３兆円を超えており、国や自治体の財政負担

が年々大きくなっている。近年の保護費の急増に拍車をかけているのは 「働ける世代」の増加だ。２０００、

、 ． 、 ． 、 ． 、 ． 。年度の受給者の割合は 高齢者４５ ５％ 母子８ ４％ 傷病・障害者３８ ７％ その他７ ４％だった

それが１０年後にはその他は１６．１％に増えた 「その他」の中には「働ける人」が相当数含まれるとみら。

れている。厚労省は「厳しい雇用情勢や高齢化が進んだことなどが影響している」と説明している。

就業希望でも 求職せず11/16
総務省が１５日発表した２０１１年７～９月期の労働力調査の詳細設計(被災３県除く)によると 「就業を、

希望するが求職活動をしていない人」が前年同期より１９万人多い４６９万人になった。リーマン・ショック

後の急激な雇用悪化があった２００９年７～９月期の４６１万人を上回る高い水準をつけた。円高や電力供給

不安などで条件の良い求人が増えず、労働市場から退出する「潜在失業者」が増えている。失業者はハローワ

ークに通うなど求職活動をしている人を示す。一方、仕事をするつもりはあるが「希望する仕事は見つからな

さそうだ」といった理由で職探しをあきらめる人もいる。こうした人は失業者にはならないが、潜在的な失業

者とみなされる。潜在失業者数の変化を男女別にみると、女性は６万人増にとどまる一方で男性は１３万人増

と大きく増えた。

大学生の就職内定率 ５９．９％11/19
来春卒業予定の大学生の就職内定率(１０月１日現在)は５９．９％で、史上最低だった昨年同期を２．３ポ

イント上回ったことが１８日、文部科学省と厚生労働省の調査でわかった。２００８年のリーマン・ショック

後、３年ぶりにプラスに転じたが、過去２番目に低く、厳しい情勢が続いている。両省によると、リーマン・

ショック後、回復基調にあった景気を背景に、東日本大震災後も大企業を中心に採用計画を変えていないこと

が大きい。自動車産業など早期に生産を再開した製造業や、被災地復興にかかわる建設業などの採用が堅調だ

という。

「交際相手なし」最多11/26
異性の交際相手がいない１８～３４歳の未婚者が男性で６１％、女性で４９％に上り、いずれも過去最高と

なったことが２５日、国立社会保障・人口問題研究所の「出生動向基本調査(独身者調査)」で分かった。２０

０５年の前回調査から急増、男性で約９ポイント、女性で約５ポイント増えた。うち半数近くは男女とも「特

に異性との交際を望んでいない」と答えた。結婚する意思がある人の割合は男性８６％、女性８９％と高水準

を維持。同研究所人口研究部では「結婚や交際を望んでも、仕事が忙しかったり経済的な余裕がなかったりし

てかなわず、諦めている人が多いのではないか」と分析している。調査は原則５年ごとに行われ、７回目の今

回は昨年６月に実施。男女約１万人の回答のうち、１８～３４歳の約７千人分を中心に分析した。

《県内》
山口国体期間の山口市内 宿泊者 ５万１３５０人11/1

山口市は３１日、山口国体開催期間中の同市内への宿泊者数について、会期前競技も含めて延べ約５万１３
５０人だったと発表した。同市内では、１２の正式競技と２つのデモンストレーション行事があり、観覧に１
２万５５５３人が訪れた。最も観覧者を集めたのは陸上競技で５万８６７６人だった。次いでバレーボール成
年男女１万３９６９人、水泳競技(水泳、水球、シンクロ)１万３８５６人、体操(競技、新体操)９１３６人、
山岳７３４６人、軟式野球４３１１人、弓道３９６０人の順となっている。

基準宅地評価額 下落率 再び拡大11/29
県は２８日、２０１２年度から３年間の固定資産税の算定基準となる県内１９市町の基準宅地の評価額(１平

方メートル当たり)を発表した。全市町で下落し、下落率の県平均は１７．３％と前回２００９年度の評価替え
から２．８ポイント拡大した。県は「大型店舗の郊外進出に伴い、中心部の集客力や収益性の低迷を反映して
いる」としている。基準宅地は、各市町が設定する標準宅地(約５５００地点)の中で最高価格の地点で、地価
などの変動に伴う資産価値の見直しのため、３年ごとに評価替えしている。


